








同年 3 月 15 日から 9 月 13 日までの 183 日間の会期で 6,421 万 8,770 人の入場者を数えた 1)。
内 97% は日本人であるが、この入場者数は現在までの万博史上最多であり、当時の国民が
自国開催の万博に寄せた関心の高さを示しているといえよう。海外から 76 ヶ国、4 国際機















































































(BIE) が認定する記録として最初の万国博覧会が開催されたのは 1851 年のことである。こ
の第 1 回ロンドン万博以降、数年おきにニューヨーク、パリ、ウイーンなどの大都市で万
国博覧会が開催されるようになった。音楽がひとつの部門として万博に正式に組み込まれた
のは 1867 年の第 2 回パリ万博である 11)。日本が最初に出展を行ったのも同万博で、この時
の参加団体は江戸幕府と薩摩藩、佐賀藩だった。日本政府（明治政府）としての出展は
1873 年のウイーン万博からで、当時の出品内容はお雇い外国人の進言を受けて海外で評判
の高かった美術工芸品を中心に構成されていた 12)。この時期、19 世紀末から 20 世紀初頭に
かけての万博は、主催側の欧米諸国が最新の技術の成果を展示するのに対し、アジアやアフ
リカ、南アメリカなど植民地の多い地域からの展示がなされる場合は各地の風俗を伝えるも



















一方、19 世紀末から 20 世紀初頭のアメリカでは機械工学や電気工学の発展を背景に次々











も継続した 16)。1933 年から 1934 年にかけて開催された第 2 回シカゴ万博には技術的な「新
しさ」への関心を明確にあらわす要素が付帯している。この万博から以降、毎回テーマが設
定されるようになり、まず第 2 回シカゴ万博では「進歩の世紀」がテーマとして掲げられ
ているのである。以後テーマは 1935 年の第 3 回ブリュッセル万博「民族を通じての平和」、
1937 年の第 7 回パリ万博「近代生活における技巧と技術」と続いていく。ピカソの『ゲル
ニカ』が出展されたことで知られるこの第 7 回パリ万博ではオリヴィエ・メシアンの《美
266
しい水の祭典》が演奏されており、電気楽器オンド・マルトノが 6 台用いられたが 17)、その


































《コンクレ PH》(1958) 20) の作曲にも用いられた。この楽曲は湿らせた練炭がひび割れる音









































次に開催された一般博は 1967 年のモントリオール万博で、これはカナダ連邦成立 100 周
年を記念して「人間とその世界」をテーマに開催された。ここでクセナキスはフランス館の
展示を担当し、《モントリオールのポリトープ》25) と呼ばれる展示を行った。これは独立し





《モントリオールのポリトープ》の楽曲 26) には、同一編成の 4 つのオーケストラのための
通常の器楽曲が書かれた。クセナキスは照明のために作曲経験の全てを使い、オーケストラ
との「対照」を作り出したかったと述べている 27)。照明は論理演算で管理され、光と音楽は

















た「ホール全体が巨大な楽器」28) に例えられるコンサート・ホールである（図 5, 6）29)。照明
は宇佐美圭二が担当し、40 のパターンを描く赤と青のレーザー光線が 7 箇所に設置された
（図 7）。円形に配置されたプラスチックパイプ製の客席は下から 4 色の照明があてられ、光
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図 3































































































































例にして補われているが、この例は 1967 年のモントリオール万博、アメリカ館 39) で展示さ
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